
～公益財団法人愛媛県動物園協会～
A002518 平成22年06月01設立登記 愛媛県認定

公益法人の活動紹介

（公財）愛媛県動物園協会は、「愛媛県立とべ動物園」の維持管理運営を主たる目的として、昭和
62年4月1日に財団法人として設立され、愛媛県による公益認定を受け、平成22年6月1日から公益

財団法人として活動しています。移行後は動物園の管理運営業務のほか、野生傷病鳥獣保護事
業及び動物に関する調査研究事業、動物の知識及び愛護思想の普及活動等に取り組み、動物園
としての役割（レクリエーションの場、教育の場、自然保護の場、調査・研究の場）を果たせるよう、活
動を行っています。

■とべ動物園について

とべ動物園は、松山市に隣接した砥部
（とべ）町の丘陵地に位置する、自然の
地形を生かした緑豊かな動物園です。
約11haの敷地に約170種、約800点の動

物を展示し、内容規模ともに西日本有
数の動物園として、地元県民はもとより
県外の方にも愛され親しまれています。
園内には、人工哺育の最長飼育期間を
更新中のホッキョクグマ「ピース」や、日
本で初めての人工哺育によるアフリカゾ
ウ「媛」ちゃんなどの人気者がいます。ま
た、とべ動物園のシンボルマークには、
前身である道後動物園で世界で唯一
飼育していた「ニホンカワウソ」（絶滅
種）を使用しています。

■最後に

園内見学の後、法人の役員等と雨宮委員、門野委員
との意見交換会が行われました。法人からは「最近は
動物園への来場者も減っており、経営的に厳しくなっ
ている。しかし、動物の健康や来場者の安全を考える
と、動物のエサ代や獣舎の管理費を減らすわけには
いかないため、光熱費を削るなどして運営している」と
述べ、厳しい経営ながらも、動物や来場者のことを第
一に考えた運営を行っているとのことでした。それに対
し、雨宮委員は「動物の繁殖や哺育に大変苦労されて
いると感じた。今後も、全国からたくさんの方に来ても
らえるよう頑張ってほしい」と、門野委員は「とべ動物園
は、動物だけでなく、多くの美しい木々もあり、大人も
十分楽しむことができるなど、さまざまな可能性を持っ
た、素晴らしい施設だと思う」と発言し、訪問を終えま
した。

愛媛県立とべ動物園（http://www.tobezoo.com）
愛媛県伊予郡砥部町上原町240
・伊予鉄松山市駅からえひめこどもの城行きバス運行

（30分間隔）動物園前下車
・高速道路松山ICからR33を高知方面へ車で約10分

TEL 089-962-6000 FAX 089-962-6194
開館時間 9：00～17：00（入園は16:00まで）
休園日 毎週月曜日（祝祭日の場合は、その翌日）、
年末年始（12月29日～1月1日）
入園料 大人（18歳以上）450円、大人（100円）、小人
（6～17歳未満）100円、幼児（6歳未満）無料、

30名以上の団体は2割引、 【年間パスポー
ト】大人1,500円、小人500円

意見交換会の様子

(左) 砥夢・(中央) リカ・(右) 媛
（写真提供：愛媛県動物園協会）

ホッキョクグマの「ピース」（写真提供：愛媛県動物園協会）
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